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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
堕
ち
て
ゆ
く
、
僕
達

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
４
２
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
煉

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
理
由
か
ら
「
軍
人
」
に
な
り
た
い
少
女
の
話
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
「
ス
ズ
ネ
」
が
出
て
き
ま
す
。
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グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス
ウ
ィ
ー
ツ
ハ
ー
ツ

・
・
私
は
軍
人
に
な
り
た
か
っ
た
。

最
愛
の
兄
を
殺
さ
れ
、
私
は
「
復
讐
」
を
し
た
か
っ
た
。

あ
と
で
・
・
そ
れ
は
、
と
て
も
無
意
味
な
モ
ノ
だ
と
分
か
っ
た
け
ど

「
君
、
ど
こ
で
降
り
る
の
？
」

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
乗
せ
て
く
れ
た
男
性
の
声
で
、
我
に
返
っ
た
。

セ
ー
ラ
ー
服
の
大
荷
物
、
お
ま
け
に
剣
道
の
竹
刀
ま
で
持
っ
た
少
女
が
ヒ
ッ
チ

ハ
イ
ク
な
ど
し
て
よ
く
、
怪
し
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
も
運
転
手
は
顔
に
出
さ
ず
、
密
か
に
怪
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

い
や
・
・
そ
こ
ま
で
「
町
」
な
ど
が
壊
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

車
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
ほ
と
ん
ど
焼
け
野
原
に
近
か
っ
た
。
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私
は
答
え
る
。

「
北
中
・
・
」

「
あ
あ
、
あ
の
町
か
」

運
転
手
は
地
図
を
片
手
に
ハ
ン
ド
ル
を
廻
し
た
。

「
君
っ
て
中
学
生
な
ん
だ
ね
。
あ
ん
ま
大
人
っ
ぽ
い
か
ら
高
校
生
だ
と
思
っ
た

よ
！
背
、
１
７
０
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

私
は
そ
ん
な
に
大
人
っ
ぽ
い
の
だ
ろ
う
か
？

腰
ま
で
伸
ば
し
た
ス
ト
レ
ー
ト
を
、
真
っ
直
ぐ
に
結
ん
だ
髪
型
は
ガ
サ
ツ
に
し

か
見
え
な
い
し
声
も
高
す
ぎ
る
方
だ
と
思
う
。

そ
も
そ
も
・
・
身
長
１
７
０
と
い
う
所
で
終
わ
っ
て
い
る
。

何
故
な
ら
・
・
・
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「
中
１
で
は
一
番
高
い
方
だ
と
思
い
ま
す
・
・
」

私
は
ま
だ
１
３
歳
だ
か
ら
だ
。

運
転
手
の
男
性
も
、
す
ご
い
驚
き
よ
う
だ
っ
た
。

「
へ
ぇ
・
・
そ
う
か
。
随
分
高
い
な
」

（
慰
め
に
な
っ
て
な
い
よ
う
な
・
・
）

あ
え
て
、
言
葉
を
飲
み
込
む
。

「
俺
の
娘
も
・
・
確
か
、
そ
ん
位
大
人
っ
ぽ
か
っ
た
よ
な
・
・
」

娘
自
慢
だ
ろ
う
か
？

「
可
愛
く
て
、
誠
実
で
良
い
子
だ
よ
」
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や
っ
ぱ
り
、
娘
自
慢
だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
そ
の
娘
さ
ん
、
今
ど
こ
に
？
」

あ
え
て
聞
い
て
や
る
。

・
・
・
・
・
し
か
し
、
彼
は
曇
っ
た
表
情
を
し
た
。

そ
し
て
一
言
、

「
東
京
の
大
学
に
行
っ
た
」

と
言
っ
た
。
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東
京
な
ん
て
、
も
う
無
い
の
に
。

「
君
は
ど
う
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
自
衛
隊
の
町
に
行
く
ん
だ
い
？
」

運
転
手
が
、
ワ
ザ
と
ら
し
く
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
る
。

表
情
を
隠
す
つ
も
り
だ
ろ
う
か
？

私
は
答
え
る
。

答
え
て
や
る
。

「
軍
人
に
な
り
た
い
ん
で
す
」
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暫
く
し
て
、
「
自
衛
隊
の
町
」
と
呼
ば
れ
る
平
和
ボ
ケ
し
た
町
に
着
い
た
。

風
が
通
り
抜
け
、
胸
元
の
水
色
の
リ
ボ
ン
が
揺
れ
た
。

小
学
生
が
笑
い
な
が
ら
学
校
に
向
か
う
光
景
は
、
懐
か
し
さ
と
も
ど
か
し
さ
で

胸
が
苦
し
く
な
る
。

そ
し
て

そ
ん
な
私
の
胸
を
、
も
っ
と
苦
し
く
し
た
の
は

肩
ま
で
の
髪
を
キ
レ
イ
に
そ
ろ
え
た
少
女
だ
っ
た
。

走
っ
て
き
た
彼
女
に
、
思
い
切
り
激
突
す
る
。
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「
い
っ
た
・
・
・
・
・
」

「
い
た
た
た
た
た
た
・
・
」

互
い
に
、
痛
み
を
堪
え
る
。

謝
ろ
う
と
顔
を
あ
げ
た
ら
謝
っ
て
き
た
の
は
彼
女
か
ら
だ
っ
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
！
！
！
」

「
は
・
・
？
」

急
に
、
謝
ら
れ
て
も
・
・

そ
れ
よ
り
、
な
ん
て
可
愛
い
子
だ
ろ
う
。

キ
レ
イ
と
は
い
か
な
い
が
、
可
愛
い
の
部
類
に
入
る
彼
女
の
顔
を
ま
じ
か
に
眺

め
た
。

身
長
が
・
・
驚
く
べ
く
も
小
さ
い
。
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同
級
生
・
・
・
？

「
あ
っ
！
ご
め
ん
ね
！
！
急
い
で
る
の
っ
」

「
あ
・
・
・
い
え
」

と
ろ
い
速
度
で
、
可
愛
く
て
小
さ
い
少
女
は
「
地
獄
坂
」
を
走
っ
て
行
っ
た
。

「
な
ん
だ
ろ
う
・
・
・
ア
レ
」

こ
の
少
女
と
の
出
会
い
が
、
私
の
運
命
を
左
右
す
る
な
ん
て
・
・

そ
ん
な
の
、
私
「
ス
ズ
ネ
」
に
さ
え
分
か
ら
な
か
っ
た
。
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グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス
ウ
ィ
ー
ツ
ハ
ー
ツ
（
後
書
き
）

＜
ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
 

ｓ
ｉ
ｚ
ｅ
＝
２
＞
サ
イ
カ
ノ
シ
リ
ア
ス
連
載
第
一
弾
。

も
う
一
つ
の
連
載
が
あ
ま
り
に
も
ギ
ャ
グ
な
の
で
、
思
い
切
り
シ
リ
ア
ス
に
し

て
み
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
も
・
・
・
分
か
る
人
に
は
分
か
る
（
笑
）

こ
の
ス
ズ
ネ
と
い
う
少
女
と
い
う
少
女
が
、
ち
せ
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か

ま
あ
・
・
見
れ
た
ら
見
て
く
だ
さ
い
。
＜
／
ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
＞
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桜
・
・
・
昔
、
「
誰
か
」
が
言
っ
た
気
が
す
る
。

桜
の
木
の
下
に
は
「
死
体
」
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
。

「
君
が
ス
ズ
ネ
ち
ゃ
ん
？
」

校
庭
で
一
人
、
桜
の
木
を
見
て
い
た
私
に
男
子
生
徒
が
声
を
掛
け
た
。

「
・
・
・
・
何
？
」

「
い
や
～
～
中
々
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
く
て
さ
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
探
し
て

た
ん
だ
よ
」

「
・
・
・
ど
う
せ
・
・
授
業
な
ん
て
無
い
ん
で
し
ょ
？
」

聞
い
た
ら
い
け
な
い
話
題
だ
っ
た
ら
し
く
、
男
子
生
徒
の
少
し
曇
っ
た
表
情
を

見
た
。

し
か
し
彼
は
、
す
ぐ
明
る
さ
を
取
り
戻
す
。

「
い
や
ー
、
顔
は
可
愛
い
の
に
キ
ツ
イ
な
～
」

「
可
愛
く
な
い
」

身
体
と
心
、
す
べ
て
に
持
っ
て
否
定
す
る
。
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「
ホ
ン
ト
、
キ
ツ
イ
な
～
・
・
・
東
京
の
人
？
」

・
・
・
・
と
っ
く
に
滅
ん
だ

「
沈
む
町
」

東
京
。

私
の
、
故
郷
。

「
じ
ゃ
あ
・
・
こ
こ
の
人
は
キ
ツ
イ
人
は
い
な
い
の
？
」

「
え
」

「
・
・
・
い
な
い
の
？
」

彼
は
固
ま
る
。

ほ
ら
、
ど
う
せ
答
え
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
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・
・
な
ら
、
ほ
っ
と
い
て
よ
。

「
あ
の
・
・
・
さ
、
」

「
何
？
」

「
キ
ツ
イ
人
と
か
、
こ
の
世
界
に
一
杯
い
る
と
思
う
よ
。
・
・
・
た
く
さ
ん
」

！「
ほ
ら
、
高
等
部
の
先
輩
の
ア
ケ
ミ
と
か
シ
ュ
ウ
ジ
・
・
あ
～
知
ら
な
い
か
・
・

え
っ
と
、
卒
業
し
た
テ
ツ
先
輩
っ
て
の
も
あ
ん
ま
性
格
キ
ツ
か
っ
た
し
・
・
」

「
知
ら
な
い
人
・
・
」

「
あ
～
～
っ
！
！
ご
め
ん
！
！
い
た
ん
だ
！
そ
う
ゆ
ー
人
っ
」

名
も
知
ら
ぬ
生
徒
は
、
口
を
一
度
閉
じ
た
。
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私
も
、
黙
る
。

「
・
・
・
ね
え
」

生
徒
が
口
を
開
く
。

そ
の
声
は
、
さ
っ
き
の
声
よ
り
凛
と
し
て
い
る
。

「
な
に
」

「
桜
の
木
の
下
に
は
・
・
・
・
何
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
思
う
？
」

彼
の
問
い
に
、
私
は
答
え
た
。

「
死
体
」
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「
・
・
今
、
起
こ
っ
て
る
戦
争
は
さ
・
・
桜
み
た
い
だ
ね
」

「
ど
う
い
う
事
？
」

「
桜
は
キ
レ
イ
に
咲
い
て
る
け
ど
・
・
そ
の
下
に
は
、
た
く
さ
ん
の
犠
牲
が
あ

る
ん
だ
よ
」

「
・
・
・
・
あ
な
た
も
、
そ
の
一
人
？
」

彼
は
、
笑
う
。

「
こ
ん
な
に
綺
麗
な
の
に
・
・
不
思
議
だ
ね
。

桜
の
色
が
・
・
た
ま
に
血
の
色
に
見
え
る
」

彼
の
手
に
触
っ
た
。

確
か
に
、
温
か
か
っ
た
。

「
戦
争
・
・
嫌
い
な
の
？
」
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「
・
・
・
う
ん
。
嫌
い
か
な
・
・
・
」

彼
は
続
け
る
。

「
桜
っ
て
・
・
君
に
似
て
る
ね
。

儚
く
・
・
散
っ
て
い
き
そ
う
な
君
に
」

「
・
・
・
・
」

「
そ
う
だ
・
・
、
君
名
前
は
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ス
ズ
ネ
」

「
俺
は
、
君
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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風
が
吹
く
。

桜
が
散
る
。

私
の
手
元
に
残
っ
た
の
は
、
一
切
れ
の
花
び
ら
だ
っ
た
。

「
・
・
桜
の
木
の
下
に
は
・
・
死
体
が
埋
ま
っ
て
い
る
」

木
の
下
に
置
か
れ
た
墓
石
を
横
目
に
、

私
は
新
し
い
居
場
所
に
入
っ
て
い
っ
た
。
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桜
（
後
書
き
）

「
桜
の
木
の
下
に
は
、
死
体
が
埋
ま
っ
て
い
る
」

こ
の
私
の
好
き
な
詩
と
、
私
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
東
京
バ
ビ
ロ
ン
」

と
い
う
マ
ン
ガ
を
手
に
、
書
い
て
み
ま
し
た
。

戦
争
っ
て
・
・
本
当
、
犠
牲
無
し
に
は
で
き
な
い
行
為
で
す
よ
ね
・
・
。
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泣
き
叫
ぶ
こ
と
。

『
ス
ズ
ネ
・
・
・
お
前
は
泣
く
と
い
う
行
為
を
知
ら
な
い
の
か
？
』

ず
っ
と
昔
、
兄
さ
ん
が
そ
う
言
っ
た
。

「
・
・
・
・
泣
け
な
い
」

私
の
予
想
通
り
、
ク
ラ
ス
に
は
空
の
机
が
あ
り
、
花
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

桜
の
花
。

誰
だ
か
・
・
わ
か
る
。

「
ス
ズ
ネ
ち
ゃ
ん
？
」

ク
ラ
ス
の
女
子
が
、
私
に
言
い
寄
っ
て
き
た
。

「
何
」

「
友
達
に
な
ろ
う
」

・
・
・
・
・
東
京
で
は
、
あ
り
え
な
い
行
動
だ
っ
た
。
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東
京
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
無
口
な
人
間
を
避
け
る
か
ら
。

私
み
た
い
な
。

「
ど
う
し
た
の
？
友
達
に
な
ら
な
い
か
い
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
悪
い
け
ど
・
・
私
」

友
達
な
ん
か
必
要
無
い
。

こ
ん
な
残
酷
な
言
葉
を
吐
い
た
私
は
、
自
分
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

「
部
活
、
何
入
る
の
？
」

そ
れ
で
も
、
彼
女
は
言
い
寄
っ
た
。

い
い
か
げ
ん
・
・
う
る
さ
い
。

し
か
も
、
男
子
も
寄
っ
て
く
る
か
ら

「
北
海
道
」
な
ん
て
・
・
不
思
議
な
ト
コ
だ
。
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も
っ
と
、
冷
め
て
る
と
思
っ
た
。

「
軍
人
」
の
町
な
ん
か
。

「
や
っ
ぱ
、
ス
ゲ
ー
よ
な
！
！
竹
刀
！
！
」

「
！
・
・
・
そ
の
竹
刀
に
触
ら
・
・
っ
」

そ
の
時
、

ク
ラ
ス
の
ド
ア
を
叩
く
音
が
し
た
。

そ
こ
に
は
・
・
・

「
あ
ん
た
ら
、
転
校
生
困
っ
て
ん
で
し
ょ
？
」

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
少
女
。

目
が
少
し
ツ
リ
気
味
で
、
凛
々
し
い
。

「
な
ん
だ
よ
～
ア
ケ
ミ
！
！
高
等
部
が
中
等
部
に
割
り
い
る
な
よ
！
！
」

「
ア
ケ
ミ
じ
ゃ
な
く
て
、
先
輩
！
！
！
！
」
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な
ん
だ
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
逃
げ
る
出
口
が
で
き
た
。

「
・
・
・
あ
り
が
と
」

彼
女
の
耳
元
に
し
か
聞
こ
え
な
い
程
の
、
声
。

「
あ
！
！
ち
ょ
っ
と
！
！
」

「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
！
ア
ケ
ミ
！
」

「
聞
き
た
い
事
あ
っ
た
の
に
」

校
庭
の
裏
に
、
古
び
た
道
場
が
あ
っ
た
。

高
等
部
と
共
同
だ
ろ
う
。

高
校
生
が
使
い
そ
う
な
木
刀
ま
で
置
い
て
あ
る
。

「
・
・
・
・
」

そ
こ
で
、
制
服
か
ら
袴
に
着
替
え
た
。

防
具
は
付
け
ず
、
竹
刀
だ
け
を
振
り
か
ざ
し
、
基
本
の
動
き
を
し
た
。
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剣
を
振
る
と
き
ほ
ど
、
落
ち
着
い
た
事
は
無
い
。

ど
さ
っ

「
！
！
」

「
あ
の
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
っ
！
！
見
る
つ
も
り
は
・
・
っ
」

・
・
・
・
朝
見
た
小
型
少
女
。

「
・
・
何
し
に
き
た
の
」

「
あ
っ
！
！
え
ー
と
、
ア
ケ
ミ
が
中
等
科
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
・
・
・
あ
の

っ
・
・
・
」

小
型
少
女
は
私
の
顔
を
見
て
、
顔
を
よ
り
紅
潮
さ
せ
た
。

「
今
朝
お
会
い
し
ま
し
た
よ
ね
！
！
ご
っ
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
！
！
気
付
か
な

く
て
っ
」

「
・
・
・
・
・
・
」

（
・
・
高
校
生
だ
っ
つ
た
の
か
）

「
あ
の
、
ご
め
ん
な
さ
・
・
・
あ
あ
っ
！
！
！
」
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少
女
が
そ
の
ま
ま
こ
け
掛
け
て
、
私
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
。

そ
し
て
ボ
キ
ッ
と
嫌
な
音
。

「
あ
」

「
あ
あ
～
～
～
～
っ
！
！
竹
刀
が
っ
！
！
」

竹
の
一
本
が
折
れ
て
い
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
！
！
す
い
ま
せ
ん
！
！
」

「
い
い
・
・
・
こ
の
位
・
・
修
理
す
れ
ば
直
る
」

「
で
も
っ
」

少
女
の
顔
は
、
涙
が
伝
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
お
前
」

「
あ
っ
！
！
は
い
っ
」

「
ど
う
や
っ
た
ら
・
・
・
・
・
泣
け
る
の
？
」
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「
へ
っ
？
」

そ
こ
に
、
低
め
の
男
の
声
が
聞
こ
え
た
。

「
お
ー
い
、
ち
せ
・
・
授
業
始
ま
ん
ぞ
！
！
」

そ
の
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
声
は

聞
き
覚
え
が
あ
っ
た
。

思
わ
ず
、
名
前
を
呼
ぶ
。

「
・
・
・
・
・
シ
ュ
ウ
？
」

「
ス
ズ
ネ
・
・
・
さ
ん
？
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

堕ちてゆく、僕達
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Ｐ
Ｄ
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